
 

保 育 士 

 

資格の種類 

国家 公的 その他 

 

●保育士とは 

 保育士は、子どもたちの日常生活を支え、基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、遊びや活動を通して社会

的人間としての基礎を養います。また、ハンディを持った子どもたちが利用する施設の保育士は、生活全般の介護や

援助が主な仕事になります。保育士の仕事は、子どもたちの心身の発達に直接かかわる重要な仕事なのです。 

 保育士の職場は保育所、保育園のほかに、乳児院、児童養護施設、知的障害児施設、肢体不自由児施設などの児童

福祉施設です。 

 

保育士資格の取得コース 

 

 

●資格取得方法 

 資格取得の方法は大きくわけて次の２つがあります。 

 

無試験コース 

 高校卒業後、厚生労働大臣の指定する保育士を養成する学校、その他の施設で所定の課程・科目を履修して卒業す

ると保育士の資格を取得することができます。 

（⇨コース１・２・３・４） 
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保育士試験を受験するコース 

 各都道府県で実施している保育士試験に合格すると保育士の資格を取得することができます。 

（⇨コース５・６．７・８・９・10・11・12・13） 

 

●特例制度について 

平成27年度から施行予定の子ども・子育て支援新制度における新たな「認定こども園制度」への円滑な移行・促

進のために、平成31年度末（予定）までの間、幼稚園教諭免許状をお持ちの方の保育士資格取得特例（特例制度）

が設けられました。特例制度では、幼稚園等での「実務経験」と保育士養成施設において特例教科目の「学び」があ

れば保育士試験の全科目が免除されます。また、保育士養成施設における「学び」がない場合でも、幼稚園等の「実

務経験」により保育士試験の科目が一部免除されます。 

特例制度の対象者は、幼稚園教諭免許を有し、次の施設において「３年以上かつ４３２０時間以上」の実務経験を

有す者です。 

※実務経験は複数施設における合算でも可能です。 

（１）幼稚園（特別支援学校幼稚部含む） 

（２）認定こども園 

（３）保育所 

（４）公立の認可外保育施設 

（５）へき地保育所 

（６）幼稚園併設型認可外保育施設 

（７）認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書が交付された認可外保育施設  

 

●保育士試験について 

 保育士試験は単位制になっていますから、受験した年に試験科目の８科目にすべて合格しなくても、合格した科目

は、合格した年を含めて３年間は受験が免除になります。また、厚生労働大臣の指定する学校または施設においてそ

の指定する科目を専修した者も免除になります。 

⑴ 申込期間 １月（１回目）、７月（２回目） 

⑵ 試験日 筆記試験………４月（１回目）、１０月（２回目） 

       実技試験………7月（１回目）、１２月（２回目） 

 ⑶試験内容 

  ①試験の種類  筆記試験および実技試験 

  ②試験科目 

   ○筆記試験：社会福祉、児童家庭福祉、保育の心理学、子どもの保健、子どもの食と栄養、保育原理、教育原

理及び社会的養護、保育実習理論 

   ○実技試験：音楽・絵画制作・言語の３分野から２分野選択 

 ⑷試験の問い合わせ先 

  一般社団法人全国保育士養成協議会保育士試験事務センター 

   〒171-8536 東京都豊島区高田３－１９－１０ 

   試験案内専用電話０１２０－４１９４－８２（ホームページ）http://www.hoyokyo.or.jp/ 

 



●県内で資格が取得できるところ 

 ○県内の厚生労働大臣の指定する保育士養成施設 

 

 ○保育士登録の問い合わせ先 

  登録事務処理センター 

   〒102-0083 東京都千代田区麹町１－６－２ アーバンネット麹町ビル６階 

   電話 ０３－３２６２－１０８０ 

   

 

  

学  校  名 所  在  地 ☎ コース 

岡山大学 教育学部 

学校教育教員養成課程 幼児教育専攻 
〒700-8530 岡山市北区津島中1-1-1 086-251-7605 ４年 

ノートルダム清心女子大学 

人間生活学部 児童学科 児童学専攻 
〒700-8516 岡山市北区伊福町2-16-9 086-252-1155 ４年 

美作大学 生活科学部 児童学科 〒708-8511 津山市北園町50 0868-22-7718 ４年 

吉備国際大学 心理学部 子ども発達教育

学科 
〒716-8508 高梁市伊賀町8 

0866-22-9454 

0120-25-9944 
４年 

吉備国際大学 通信教育部 心理学部 

子ども発達教育学科 
〒716-8508 高梁市伊賀町8 0120-25-9944 

４年 

（通信） 

中国学園大学 子ども学部 子ども学科 〒701-0197 岡山市北区庭瀬83 086-293-1100 ４年 

就実大学 教育学部 初等教育学科 〒703-8516 岡山市中区西川原1-6-1 086-271-8111 ４年 

環太平洋大学 

次世代教育学部 乳幼児教育学科 
〒709-0863 岡山市東区瀬戸町観音寺721 0120-849215 ４年 

岡山県立大学 

保健福祉学部 保健福祉学科 
〒719-1197 総社市窪木111 0866-94-2111 ４年 

くらしき作陽大学  

子ども教育学部 子ども教育学科 
〒710-0292 倉敷市玉島長尾3515 086-523-0888 ４年 

川崎医療短期大学 医療保育科 〒701-0194 倉敷市松島316 086-464-1032 ３年 

岡山短期大学 幼児教育学科 〒710-8511 倉敷市有城787 086-428-2651 ２年 

就実短期大学 幼児教育学科 〒703-8516 岡山市中区西川原1-6-1 086-271-8111 ２年 

中国短期大学 保育学科 〒701-0197 岡山市北区庭瀬83 086-293-1100 ２年 

山陽学園短期大学 幼児教育学科 〒703-8501 岡山市中区平井1-14-1 086-272-6254 ２年 

美作大学短期大学部 幼児教育学科 〒708-8511 津山市北園町50 0868-22-7718 ２年 

倉敷市立短期大学 保育学科 〒711-0937 倉敷市児島稗田町160 086-473-1860 ２年 

新見公立短期大学 幼児教育学科 〒718-8585 新見市西方1263-2 0867-72-0634 ２年 

旭川荘厚生専門学院 児童福祉科 〒703-8560 岡山市北区祇園866 086-275-0145 ２年 


